
 
鱒沢の安全・安心の要 

  

 

10
月
28
日
（
金

）
鱒
沢
保
育
園
の

園
児
９
名
が
鱒
沢

銀
座
で
工
夫
を
凝

ら
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
仮
装
で
防
火

パ
レ
ー
ド
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
手

づ
く
り
カ
ー
ド
を

渡
し
な
が
ら
「
か

じ
に
き
を
つ
け
て

ね
」
と
か
わ
い
い

声
で
地
域
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

  

５
年
前
に
鱒
沢
小
学
校
で
開
催

さ
れ
た
環
境
学
習
会
で
高
舘
地
区

の
沢
に
ハ
ナ
カ
ジ
カ
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
交
流
と
継
承
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル―

プ
（
Ｗ
Ｇ
）
の
計
画
づ
く

り
の
際
に
「
ハ
ナ
カ
ジ
カ
」
の
こ
と

が
話
題
と
な
り
、
５
年
ぶ
り
に
生
息

調
査
を
独
自
に
お
こ
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

調
査
前
の
下
見
で
ハ
ナ
カ
ジ
カ

が
生
息
し
て
い
る
沢
が
倒
木
や
杉

の
葉
等
で
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
た

状
態
を
目
の
当
た
り
に
し
た
た
め
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
Ｗ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
９
名
と
有
志
４
名
が
協

力   

倒
木
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
切
断
し
、

杉
の
葉
や
木
の
枝
な
ど
は
人
力
で

沢
か
ら
取
り
除
く
作
業
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。 

 
 

   
    

ハ
ナ
カ
ジ
カ
の
た
め
の
環
境
整
備
を
実
施 
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↑倒木の取り除き作業の様子 

 

 

防
火
パ
レ
ー
ド
実
施 

～
交
流
と
継
承
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
～ 
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【発行元】鱒沢地域づくり会議
事務局(鱒沢地区センター)  
TEL 69-1150  FAX 67-2157 

【鱒沢の人口】 
男性：428人（±０） 
女性：455人（△３） 

  計：883人（△３） 
※（ ）前月比 R4.9.30 現在 

☆襷
たすき

をつないで悲願の優勝☆ 

 

 

力
し
沢
の
環
境
整
備
を
10
月
30
日
（
日

）
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

沢
に
か
か
る
倒
木
を
、
３
台
の
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
用
し
て
切
断
し
、
切
り
落
と
さ

れ
た
倒
木
や
杉
の
葉
、
木
の
枝
な
ど
は
人

力
で
沢
か
ら
取
り
除
き
ま
し
た
。
作
業
後

は
流
れ
が
良
く
な
り
ス
ッ
キ
リ
と
し
た

景
観
の
沢
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
に
は
ハ

ナ
カ
ジ
カ
の
姿
を
期
待
で
き
そ
う
で
す
。 

 
    

10月９日（日）に開催された市民駅伝大会

の町対抗部門の選手として迷岡地区の菊池

星那くん（西中３年）が出場し宮守町悲願の

優勝を勝ち取りました。 

 

「目標タイムには届きませんでしたが楽し

く走りきれて、優勝に貢献することが出来て

良かったです。メンバー最年少で初めての出

場だったので足を引っ張らなくて良かった」

とキラキラ☆の笑顔で話してくれた星那く

んでした。 

 

 

菊池 星那
せ な

くん 

※
ハ
ナ
カ
ジ
カ
と
は 

淡
水
中
で
一
生
を
お
く
る
カ
ジ
カ
属
類
の
一
種
で

、
北
海
道
の
ほ
ぼ
全
域
と
東
北
地
方
の
一
部
に
局
所

的
に
生
息
す
る
日
本
固
有
種
。
山
地
の
渓
流
域
や
、
き

れ
い
な
湧
き
水
の
あ
る
川
で
し
か
生
息
で
き
ず
、
湧

き
水
が
枯
渇
し
て
し
ま
え
ば
絶
滅
し
て
し
ま
う
大
変

貴
重
な
魚
で
す
。 

全
長
は
７
～
12
㎝
で
、
体
の
色
は
茶
褐
色
、
全
体

に
褐
色
の
ご
ま
状
の
模
様
が
あ
り
ま
す
。 

  

 
 

   
    

鱒
沢
保
育
園
ハ
ロ
ウ
ィ
ン 



 

 

鱒沢地区の皆さまで購入を希望する方には１枚 1,500

円（税込）で販売します。11月 30日までに電話で鱒沢

地区センターに申込みして下さい。 

 

 

※注文をます。 

 

 

交流と継承ワーキンググループ事業において、後世へ

継承することを目的に作成した地域マップ「実はすごい

ぞ！鱒沢ひすとりー」を基に、鱒沢の名所・旧跡の映像

を収めたＤＶＤが完成しました。制作は遠野テレビへ依

頼し、ドローンで撮影した映像なども収録しています。

ＶＤⅤＤは各自治会にもお渡しする予定です。 

 

 

※注文を受付し遠野テレビへ発注しま

す。DVDが納品されましたら電話で連

絡しお金と引き換えにお渡しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

鱒沢ひすとりー 

地区センター☎ 69-1150  

講座開催日及び詳細については 

後日チラシを全戸します。 

～参加をお待ちしています～ 

広報のバックナンバー(カラー版)は鱒沢地区センターのＨＰをご覧下さい。 鱒沢地区センター 🔍検索 

生涯学習講座開催予定 

    

地区まちづくり計画事業  
 

10 月 27 日（木）18 時 30 分より宮守老人憩
いの家で２回目のＷＧを開催しました。 
11 月中旬に白菜のキムチづくり体験会を予定し

ている為、白菜の生育状況から収穫日と塩漬けす

る日時を決め、必要な物品などを確認しました。 

続いて２月に予定している家庭でできる味噌づ

くり教室について開催場所や日時を決め、おおよ

その内容を確認しました。 

 

 

○上鱒沢地区自治会 

鞍迫観音/鱒沢舘跡/絵馬/算額 

猿ヶ石川沿いの桜並木  

○下鱒沢自治会 

高舘八幡神社・エドヒガンザクラ 

白石神社/愛宕神社/お水神様 

○柏木平地区自治会 

黄金山発電所取水口/砥森神社 

○沢目集会所管理組合 

庚申様・南無阿弥陀仏の碑 

念佛供養塔/金毘羅様 

○迷岡自治振興会 

 駒形神社・一里塚/本宮神社 

山神神社/卯子酉神社 

 

 

ＤＶＤ完成 ◆◇◆◇ＤＶＤ収録映像一覧◆◇◆◇ 

 

実はすごいぞ！ 

鱒沢にあったお城の歴史

た？？？ 
 鱒沢城（鱒沢舘）は文治５年（1189年）源頼

朝（みなもとのよりとも）が平泉の藤原泰衡（やすひら）

を攻め滅ぼしたとき、手柄のあった家来たちに

領地を分け与え、上閉伊郡は栃木の阿曽沼氏の

領域になったのです。そして、領主の阿曽沼光

綱（みつづな）は遠野に横田城を築き、次男の守綱

（もりつな）に鱒沢・小友の二村を分け与えまし

た。守綱はそれにより鱒沢氏を名乗り、上町

（わんまち）に城を造りました。今から５，６百年

も昔のことです。 

それ以来、鱒沢氏は数代続き繁栄してきたの

ですが、鱒沢左馬之助の代に南部氏と手を組

み、阿曽沼氏にそむいて主家を滅ぼしたので

す。しかし、左馬之助の子忠右衛門広光の代

に、南部公の怒りに触れ、滅亡したと言われて

います。この場所は交通の要地でもあり、伊達

氏との関連から城は残されたのですが、元和元

年（1615年）ころ廃城にされたと伝えられてい

ます 

※前回号に続き鱒沢城（別名：鱒沢舘）

の歴史を紹介します。 

 

11月 白菜キムチづくり体験会 

12月 親子しめ縄づくり教室 
   ※鱒沢児童クラブ対象 

１月 かご編み教室 
２月 家庭でできる味噌づくり

教室 

それ以来、鱒沢氏は数代続き繁栄してきた

のですが、鱒沢左馬之助（さまのすけ）の代に南部

氏と手を組み、阿曽沼氏にそむいて主家を滅

ぼしたのです。しかし、左馬之助の子忠右衛

門広光（ちゅううえもんひろみつ）の代に、南部公の怒

りに触れ、滅亡したと言われています。この

場所は交通の要地でもあり、伊達氏との関連

から城は残されたのですが、元和元年（1615

年）ころ廃城にされたと伝えられています。 

「宮守風土記」編集・発行遠野文化研究センターより抜粋 

 


